
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の概要】 

● 最終氷期末（約 1 万 6000 年前）以降の諏訪湖の水位変動を解明しました。 

● 諏訪湖で掘削された堆積物コアを調べたところ、諏訪湖の水位は数百～数千年ごとに

上昇・低下を繰り返していたことが明らかになりました。 

●約 1 万 2000 年前と 8000～7000 年前には大きな水位低下が生じました。この時期は

世界的な寒冷期にあたり、東アジアで乾燥化がすすんだタイミングと概ね一致してい

ます。そのため、これらの水位低下は降水量の減少に起因すると考えられます。 

● 本研究は、中部日本の内陸湖の水位変動が、世界的な百～千年

スケールの気候変動に応答した可能性を示します。 

 

【研究の意義】 

●本研究の成果は、現在～将来の気候変動により、日本列島の内陸

湖の環境がどのように応答するのか、百～千年スケールで予測

していく上で重要な知見になると考えられます。 

 

詳細は、別紙（共同プレスリリース資料）をご覧ください。 
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諏訪湖における過去 1 万 6000 年間の水位変動を解明 

―諏訪湖の水位、世界的な気候変動に応答した可能性― 

長野県環境保全研究所は、信州大学との共同研究により、諏訪湖で掘削された堆積

物コアを用いて、諏訪湖の過去 1 万 6000 年間の水位変動を解明し、気候変動との

関 連 を 明 ら か に し ま し た 。 本 成 果 は 、 2024 年 4 月 12 日 付 で 学 術 誌

「Geomorphology」にオンライン掲載されました。 
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掘削された堆積物コア 

（掘削長：30.0 m，最深部の年代：約 2.6 万年前） 
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諏訪湖における過去 1万 6000 年間の水位変動を解明 

―諏訪湖の水位，世界的な気候変動に応答した可能性― 

 

【ポイント】 

⚫ 最終氷期末（約 1 万 6000 年前）以降の諏訪湖の水位変動を解明しました。 

⚫ 諏訪湖で掘削された堆積物コアを調べたところ，諏訪湖の水位は数百～数千年ごとに上昇・低下を

繰り返していたことが明らかになりました。 

⚫ 約 1 万 2000 年前と 8000～7000 年前には大きな水位低下が生じました。この時期は世界的な寒冷期

にあたり，東アジアで乾燥化がすすんだタイミングと概ね一致しています。そのため，これらの水位

低下は降水量の減少に起因すると考えられます。 

⚫ 本研究は，中部日本における内陸湖の水位変動が，世界的な百～千年スケールの気候変動に応答した

可能性を示します。 

 

【概要】 

 長野県環境保全研究所，信州大学山岳科学研究拠点の研究グループは，諏訪湖で掘削された堆積物コ

アを用いて，諏訪湖の過去 1 万 6000 年間の水位変動を解明し，気候変動との関連を明らかにしました。

この成果は，2024 年 4 月 12 日付けで学術誌 Geomorphology に掲載されました。 

 

【背景と目的】 

第四紀更新世末期の最終氷期から完新世には，短周期（数百～千年周期）で気温の上昇と下降が生じて

いたとされます。この短周期の気候変動による陸

域環境への影響については，これまで，東アジア沿

岸域やユーラシア大陸の内陸部で多く報告されて

きましたが，日本列島の内陸部の報告例はほとん

どありませんでした。そこで本研究では，中部日本

の内陸盆地である諏訪盆地を対象に，最終氷期末

以降の湖の水位変動を復元しました。これにより，

短周期の気候変動による湖環境への影響の解明を

目指しました。 

 

【研究の内容】 

方法：諏訪湖の湖岸において 2 本の堆積物コア

(ST2020 コア，SK2021 コア)（注 1）を掘削し（図１），

長野県環境保全研究所 

PRESS RELEASE  

図１ 堆積物コア（ST2020 コア，SK2021 コア）

の掘削地点（赤い星印）。 



放射性炭素年代測定による堆積速度曲線の作成，粒度・構成物質・古土壌（注 2）の記載による堆積環境の

推定を行いました。また，100～200 年間隔で泥質堆積物試料を採取し，化学分析を行い，SiO2の含有量

から珪藻量の変動を追跡しました。 

成果：両コアにおいて，更新世の最終氷期末（約 1 万 6000 年前）～完新世中期

（約 6000 年前）に相当する層準には，泥質堆積物が連続的に堆積しており，湖

環境が広がっていたことが明らかになりました。この泥質堆積物の化学分析に

よると，数百～数千年間隔で SiO2量の低下が認められ（図 3Ａ），珪質な殻をも

つ珪藻が頻繁に減少していたことが示されました。珪藻の減少する層準には，

古土壌の痕跡（根化石など）が認められ（図 2，図 3A の赤矢印），コアの掘削

地点が地表に露出し，長期間空気に曝されていたことがわかりました。これら

の結果から，諏訪湖の水位の一時的な低下により干上がったコアの掘削地点で

は古土壌が形成され，珪藻の堆積が停止したと考えられました。水位の低下は，

両コアで共通して４回（約 1 万 2000 年前，約 8000 年前，約 7900 年前，約 7000

年前）認められました（図 3 の黄色の背景部分）。約 1 万 2000 年前と約 7000

～8000 年前は，世界的に寒冷だった時期（ヤンガードリアス期(注 3)，約 8200 年

前の寒冷化イベント）に概ね一致します。これらの時代は，東アジアにおいて

は，夏季モンスーンが弱まった乾燥期であったとされます（図 3C の薄緑色の

領域）。以上のことから，東アジアの乾燥化により，諏訪湖周辺では降水量（流

入量）が減少し，湖の水位が低下したと考えられます。この結果は，世界的な

百～千年スケールの気候変動に駆動された東アジアの気候変動が，中部日本の

内陸湖の水位に影響を及ぼした可能性を示します。 

 

図 3 諏訪湖の堆積物コアの化学組成・古土壌の形成年代（A）と水月湖の堆積物コアに含まれる花粉

図２ 諏訪湖堆積物コ

アの泥質堆積物に含ま

れる根化石（矢印の先）。

スケールバーは 1 cm を

示す。 



化石から測られた年平均気温（B，Nakagawa et al., 2005）と中国南部ドンゲ洞窟における石筍の酸素同

位体比が示す東アジア・夏季モンスーンの変動（C，Dykoski et al., 2005）との比較。 

 

【研究の意義】 

本研究の成果は，現在～将来の気候変動により，日本列島の内陸湖の環境がどのように応答するのか，

百～千年スケールで予測していく上で重要な知見になると考えられます。 

 

【用語解説】 

注１）堆積物コア：地層から抜き取られた円筒状の堆積物試料。 

注 2）古土壌：地質時代にできた過去の土壌。根化石や現地性の植物化石の存在などから認識できる。 

注 3）ヤンガードリアス期：第四紀更新世末（約 1 万 2900～1 万 1550 年前）にあった世界的な寒冷期。 
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